




その他のタイトル Development of novel melanoma marker using





















ル化特異的 PCR 法により CpG アイランドのメチル化状態を調べた。RASSF1A は悪性黒色腫
でも 36%でメチル化が検出されたが，色素性母斑でも 20%のメチル化が検出された。メラノサ




研究成果の概要（英文）：We aimed to find the seeds for melanoma molecular marker using 
melanoma specific DNA methylation. The methylation of RASSF1A was detected in 20% of 
melanocyitic nevus specimens, whereas in 36% of malignant melanoma specimens. These 
result suggest that ras signaling pathway including RASSF1 plays an important role in 
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（２）癌と DNA メチル化について 





















































ていない CG（シトシン・グアニン）は UG と
なり，PCR 反応を介して TG となる一方，メチ
ル化された CG は CG のままである。 















ム DNA を酵素増幅して得た DNA を用い，これ















 悪性黒色腫 40 例，正常皮膚 20 例，色素性












ているもの 33 個の計 56 個であった。これら
CpG アイランドに対するメチル化，非メチル
化特異的 MSP プライマーの設計し，感度と特













































































に，E-cadherin や p16 のメチル化がみられる









示している 8症例のうち，NCN2 および 4では
メチル化特異的プライマーセットで PCR産物
が認められ，RASSF1A 遺伝子プロモーター領
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